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公衆機器操作ブラウザ『Chameleon（カメレオン）』の開発に成功

～withコロナ時代の新しい非接触操作方法の提案～

“Biomimetics”（バイオミメティクス）という言葉をご存知でしょうか？日本語では、“生物模倣技術”

と訳します。耳慣れない言葉ですが、「サメ肌の水着」と言えばイメージができるでしょうか？ 

数年前にこの水着を着用した選手らが立て続けに競泳の世界記録を樹立したことは記憶に新しいとこ

ろです。このように“Biomimetics”とは、生物の特徴的機能を工業製品に活かそうという取り組みを指

します。 

長崎大学情報データ科学部 小林透教授の研究グループは、この“Biomimetics”の応用技術として、

公衆機器操作ブラウザ：Chameleon（カメレオン）の開発に成功しました。Chameleon は、スマートフォ

ン用アプリケーションで、Chameleonがインストールされたスマートフォンを公衆機器に近づけると、自

動的にその機器の操作画面が表示され、公衆機器に直接触れなくても操作することができます。動物のカ

メレオンが、周囲の環境に合わせて自分の体の色を変えることをヒントにしたことから、Chameleonと名

付けました。 

Chameleonを使用すれば様々な公衆機器の操作が非接触で可能となり、今までに無い新たな市場価値の

創出が期待できることから、公衆機器操作ブラウザ：Chameleonとして世界に先駆けて発表することと致

しました。 

ついては、下記のとおり Chameleonの技術紹介とデモンストレーションを行いますので、取材頂き、 

貴紙・貴番組などでご紹介をお願いいたします。 

記 

１．開催日時 令和 3年 12月 16 日（木）10:00～11:00 

２．開催場所 長崎大学文教キャンパス、工学部一号館、2F 大会議室(別紙参照) 

３．説明内容 

・概要説明＆デモンストレーション （説明者：小林透教授）

・質疑応答

【開発の経緯】 

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、不特定多数の人が利用する公衆機器の非接触操作が

望まれており、これまで自動販売機や銀行 ATMなど、直接機器に触れずに手や指の動きをセンサで検知

して操作することができる公衆機器が実用化されています。しかし、これらの公衆機器はそれぞれ異な

る専用のアプリケーションをインストールする必要があり、導入コストと不便さが普及を阻害する要因

となっていました。 

今後、公衆機器の非接触操作を普及させるためには、導入コストを抑え、利用者の手間を抑える必要



があります。そこで、着目したのが Biomimeticsです。動物のカメレオンは、天敵から身を守るため、

回りの環境に合わせて自分の体の色や模様を変えます。この特徴を模倣し、自分のスマートフォンを公

衆機器に近づけるだけで、そのスマートフォンが勝手にその公衆機器の操作画面に変わるようにすれ

ば、公衆機器の非接触操作を普及させるための要件を満足できるのではないかと考えました。これは、

あたかも、スマートフォンのブラウザアプリケーションにより世界中の Webサーバの情報を閲覧できる

ように、Chameleonアプリケーションにより様々な公衆機器の操作が可能となります。（図 1）。 

 

図 1 公衆機器操作ブラウザ：Chameleon 

 

【デモンストレーションの内容】 

１．学外訪問者が本学の訪問先（例えば、小林透教授室）を Chameleonアプリにより検索して、その結

果のフロアマップをデジタルサイネージに表示するシーン（図 2） 

 

図 2 訪問先のフロアマップを表示する利用シーン 



2．訪問先に入室するために、１と同じスマートフォンの Chameleonアプリにより 4桁の暗証コードを

入力して、スマートロックを開錠するシーン（図 3） 

図 3 テンキーによりスマートロックを開錠するシーン 

【今後の展望】 

現在、文部科学省から国立大学改革強化推進補助金を得て、学内学生向け証明書発行装置をすべて、

Chameleonを適用したシステムに入れ替える作業を行っています。また、情報データ科学部棟と工学部

棟のフロア案内を行うサイネージシステムを新規に Chameleonを適用したシステムとして構築中です。

これらの Chameleonを適用したシステムは、学生や来訪者を新型コロナウイルス感染症から守るために

今年度末までに本学キャンパス内で稼働を開始させる予定です。 

なお、2021 年 12 月 25日（土）～12 月 26日（日）の 2日間、出島メッセ長崎で開催される  

“ながさき ICT フェア 2021”の「長崎大学ブース」にて、Chameleonのデモ展示を行う予定で、来場

者ご自身のスマートフォンによる Chameleonの利用体験も可能ですので、こちらの方も是非お越しくだ

さい。 

今後、Chameleonを公衆機器操作ブラウザとして広く普及させるために、公衆機器との通信方式の標

準化に向けた検討を進める予定です。 

※本研究開発の一部は、アジャスト株式会社様との共同研究、電気通信普及財団様からの寄付金、文科

省様からの国立大学改革強化推進補助金により実施したものです。

※取材を希望する報道機関におかれましては、令和 3 年 12 月 16日（水）9時までに、下記取材申し

込み先まで、電子メール・電話にてご連絡をお願いします。なお、新型コロナウイルス感染症拡大

防止のため、取材の際には、マスクの着用をお願いします。また、当日は検温、手指消毒の他、緊急

の際の連絡先情報の登録をお願いする予定です。

【本リリースに関するお問い合わせ先】 

国立大学法人長崎大学 情報データ科学部 

担当：小林・福田 TEL：095-819-2577 Email：toru-ir_sec@cis.nagasaki-u.ac.jp 



別紙




